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   Ａ６１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/454    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  211/56     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  401/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/445    　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   15/18     　　　　
   Ａ６１Ｐ   15/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/454    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月24日(2015.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）：
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【化１】

［式中、
　Ｒ1は、(Ｃ1～Ｃ10)アルキル基、(Ｃ2～Ｃ10)アルケニル基、(Ｃ2～Ｃ10)アルキニル基
、(Ｃ3～Ｃ10)シクロアルキル基、(Ｃ3～Ｃ18)複素環基、(Ｃ6～Ｃ18)アリール基、また
はアリールアルキル基を表し；
　Ｒ2は、水素原子、(Ｃ1～Ｃ10)アルキル基、(Ｃ2～Ｃ10)アルケニル基、(Ｃ2～Ｃ10)ア
ルキニル基、(Ｃ3～Ｃ10)シクロアルキル基、(Ｃ3～Ｃ18)複素環基、(Ｃ6～Ｃ18)アリー
ル基、アリールアルキル基、または(Ｃ4～Ｃ16)ヘテロアリール基を表し；
　Ｒ3は、水素原子、(Ｃ1～Ｃ10)アルキル基、(Ｃ2～Ｃ10)アルケニル基、(Ｃ2～Ｃ10)ア
ルキニル基、(Ｃ3～Ｃ10)シクロアルキル基、(Ｃ3～Ｃ18)複素環基、(Ｃ6～Ｃ18)アリー
ル基、またはアリールアルキル基を表す］
で示される化合物またはその幾何異性体もしくは光学異性体。
【請求項２】
　化合物が、下記式：

【化２】

［式中、Ｒ1およびＲ2は、請求項１における定義と同じである］
で示されるものである、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　化合物が、下記式：

【化３】

［式中、Ｒ1およびＲ2は、請求項１における定義と同じである］
で示されるものである、請求項１記載の化合物。
【請求項４】
　化合物が、下記式：
【化４】
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［式中、Ｒ1およびＲ2は、請求項１における定義と同じである］
で示されるものである、請求項１記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ2が、水素原子、(Ｃ1～Ｃ8)アルキル基、(Ｃ3～Ｃ10)シクロアルキル基、または少な
くとも１つの複素環および／または(Ｃ3～Ｃ10)シクロアルキル基および／またはアルコ
キシ基で置換されている(Ｃ8～Ｃ10)アルキル基であり、好ましくは、Ｒ2が水素原子であ
る、請求項１～４いずれか１項記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ1が、(Ｃ1～Ｃ8)アルキル基、好ましくはメチルもしくはトリフルオロメチル、(Ｃ3

～Ｃ10)シクロアルキル基、好ましくはアダマンチル、または(Ｃ3～Ｃ18)複素環基を表し
、好ましくは、Ｒ1がメチル基である、請求項１～５いずれか１項記載の化合物。
【請求項７】
　化合物が、下記式：
【化５】
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【化６】

【化７】
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【化８】

［式中、ｎは、１～１０の整数であり、ｍは、１～１０の整数であり、ｑは、０～９の整
数である］
のうちの１つで示されるものである、請求項１～６いずれか１項記載の化合物。
【請求項８】
　一般式（ＩＩ）：
【化９】

［式中、Ｒ1およびＲ2は、請求項１～７いずれか１項における定義と同じであり、Ｒは、
ハロゲン原子、例えば、フルオロを表すか、または脂肪族および／または芳香族の基を含
有する基、例えば、アルコキシ（例えば、メチルオキシ（－ＯＭｅ）、エチルオキシ（－
ＯＥｔ））、ハロゲノアルコキシ（例えば、－ＯＥｔＢｒ）、ニトロフェノキシ、有機リ
ン酸エステル、リン酸基、アミノ酸、ペプチド、炭水化物またはその誘導体を表す］
で示される化合物。
【請求項９】
　式（ＩＩＩａ）または（ＩＩＩｂ）：
【化１０】



(6) JP 2014-520876 A5 2015.8.13

【化１１】

［式中、Ｒ1は、請求項１または６における定義と同じである］
で示される化合物。
【請求項１０】
　請求項３～６いずれか１項で定義された化合物の製造方法であって、
　（ｉ）下記式（ＩＩＩ）：

【化１２】

［式中、Ｒ1は、上記で定義したとおりであり、Ｂｎは、ベンジル基または他のいずれか
のアルコール保護基を表す］
で示される化合物を加水分解し、次いで、エステル化反応させてニトリル官能基をエステ
ル基と置き換える工程、
　（ｉｉ）エステル基を還元してアルコール基を得る工程、および
　（ｉｉｉ）アルコール保護基を、好ましくは水素化分解によって、除去してもよい工程
を含む方法。
【請求項１１】
　請求項４～６いずれか１項で定義された化合物の製造方法であって、
　（ｉ）下記式（ＩＶ）：
【化１３】

［式中、Ｂｎは、ベンジル基または他のいずれかの適切なアルコール保護基もしくはアミ
ン保護基を表す］
で示される化合物を反応させて、下記式（Ｖ）：



(7) JP 2014-520876 A5 2015.8.13

【化１４】

で示される化合物を得る工程、
　（ｉｉ）式（Ｖ）で示される化合物から式（ＶＩ）：
【化１５】

で示される化合物を製造する工程、
　（ｉｉｉ）式（ＶＩ）で示される化合物から式（ＶＩＩ）：

【化１６】

で示される化合物を製造する工程、
　（ｉｖ）式（ＶＩＩ）で示される化合物から式（ＶＩＩＩ）：
【化１７】

で示される化合物を製造する工程、
　（ｖ）式（ＶＩＩＩ）で示される化合物から式（ＩＸ）：
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【化１８】

で示される化合物を製造する工程、
　（ｖｉ）アルコール保護基およびアミン保護基を除去して式（１）：
【化１９】

で示される化合物を得てもよい工程
を含む方法。
【請求項１２】
　請求項１～８いずれか１項記載の化合物を含む医薬。
【請求項１３】
　請求項１～８いずれか１項記載の化合物を含む、グリコシダーゼ媒介酵素加水分解反応
経路およびメカニズムを評価するための生物学的ツール。
【請求項１４】
　医薬上許容される支持体中に、請求項１～８いずれか１項で定義した少なくとも１種の
化合物を含む、医薬組成物。
【請求項１５】
　請求項１～８いずれか１項記載の化合物を含む、２型糖尿病、神経変性疾患、癌、ウイ
ルス疾患、またはリソソーム蓄積症の治療用の医薬。
【請求項１６】
　請求項１～８いずれか１項記載の化合物を含む、脂質代謝異常の処置用、止血用または
避妊用の医薬。
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